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  ～～  ああななたたはは、、どどののよよううにに死死とと向向きき合合いいまますすかか  

■ 場 所  尼崎市立神崎総合センター 
 （尼崎市神崎町37-3  ℡6499-3500） 

■ 講 師 藤本 啓子 氏（患者のウェル・リビングを考える会代表） 

8月31日（日）午後1時～3時30分 中央公民館 

(お問合せ：中央公民館 6482-1750) 

公民館平和事業 ＤＶＤ「はだしのゲンが見たヒロシマ」上映会と講演会 

 講師：NPO法人ANT-Hiroshima理事長 渡部 朋子 

8月22日～8月24日 女性センター・トレピエ 

(お問合せ：尼崎平和のための戦争展実行委員会 6481-1133) 

尼崎平和のための戦争展 

＊8月23日（土）「アオギリにたくして」（午前1回，午後2回上映） 

内  容 日  時  ・  会  場 

ハートフル・シネマinあまがさき 上映映画「奇跡」 

（午前1回，午後1回上映） ＊事前申込要 

8月2日（土） 午前10時～，午後1時～ 教育総合センター 

(お問合せ：（公社）尼崎人権啓発協会 6489-6815) 

公民館「原爆」に関する巡回パネル展示 

 ＊9月2日～9月30日まで、大庄・立花・武庫・園田公民館巡回予定 

8月6日～8月17日小田公民館，8月26日～8月31日中央公民館 

(お問合せ：中央公民館 6482-1750) 

平和人権講座「ウラン開発とオーストラリア先住民の歴史」 

 講師：国立民俗学博物館・外来研究員 友永 雄吾 

8月8日（金）午後6時50分～8時50分 神崎総合センター 

(お問合せ：神崎総合センター 6499-3500) 

じんけんを考える市民のつどい「児童虐待」 ＊手話通訳等の情報保障あり 

 講師：作家 石川 結貴 他 

8月22日（金）午後1時30分～3時30分 中小企業センター 

(お問合せ：人権課 6489-6658) 

「ハナ・マダンあまがさき」 

 

8月31日（日）午後3時～8時 橘公園 

(お問合せ：ハナ・マダンあまがさき実行委員会 080-5326-3932) 

午後２時から４時まで 

人生の最期をどのように過ごしていくのか、 
「生前の意思」について一緒に考えましょう。 

              ラライイフフススタタイイルルのの最最終終章章  ～～  

・市バス「遊女塚」停留所下車 西へ徒歩2分 

その他の「人権」にかかわるオススメ事業（８月分） 

じんけんスタディツアー 
第２回事業 

    「「高高齢齢者者のの自自己己決決定定権権」」  

市バス「遊女塚」停留所下車 西へ徒歩2分 

知って！ 見て！ 聞いて！ 考えて！ 



 
 
 
 
 
 
 
 

 第1回 「開かれたコミュニティセンターをめざして ～総合センターの役割について考える～ 

第1回 「開かれたコミュニティセンターをめざして ～総合センターの役割について考える～」報告 

      6月24日（火）10:00～12:00 南武庫之荘総合センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第1回 「開かれたコミュニティセンターをめざして ～総合センターの役割について考える～」＜報告＞ 

           日時：6月24日（火）午前10時～正午 会場：南武庫之荘総合センター 

    第2回 「高齢者の自己決定権 ～あなたは、どのように死と向き合いますか ライフスタイルの最終章～」 

                 日時：7月29日（火）午後2時～4時 会場：神崎総合センター 

講師：藤本 啓子（患者のウェル・リビングを考える会代表） 

 人生の最期をどのように過ごしていくのか、リビングウィルについて一緒に考えていきましょう。リビングウィルは「生前の意思表示」と訳されて

います。たとえば、死に直面した患者が、生前の自分の意思を伝え死と向き合う考え方です。これは、各個人が有する自己の人生のあり方

（ライフスタイル）は自らが決定することができるという自己決定権に由来します。 

講師：三澤 雅俊（南武庫之荘総合センター所長） 

 じんけんスタディツアーの出発式と第1回事業を開催！参加者は総勢25名。 

隣保事業から始まった歴史から、同和問題解決の拠点施設としての総合センターの設置、その目的や役割、また、同和対策特別措置

法期限終了後の「福祉と人権のまちづくりに向けた開かれたコミュニティセンター」としての現在のあり方について確認しました。 

    

 
      

 尼崎市では、市民一人ひとりの人権と個性を尊重し、多様性を互いに認め合う「ともに生きる社会」の実現に

向け、さまざまな事業を展開しています。 
 じんけんスタディツアーに参加して、楽しみながら、学び、気づき、行動してみませんか？ 

    第3回 「多様な性ってなんだろう？ ～LGBT入門～」 

              日時：9月6日（土）午後2時～4時 会場：女性センター・トレピエ 

講師：尾辻 かな子（一般社団法人 LGBT政策情報センター代表理事） 

ＬＧＢＴとは、レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダーの頭文字を取った言葉で性的少数者とも表記します。ＬＧＢＴは皆さん

の地域、職場や家族にもいる身近な存在です。今回は、入門として、カミングアウトなど基本的なことを中心にお話します。 

性の多様性について一緒に考えませんか。 

    第4回 「貧困問題を考える ～講話とフィールドワーク」 講師：肥下 彰男（大阪府立西成高校教諭）他 

             日時：10月14日（火）午前10時出発 行き先：大阪市西成区 

     第5回 「映画『人間の街 ～大阪・被差別部落～』を通じて同和問題を考える」 

                日時：11月20日（木）午後1時30分～3時30分 会場：塚口総合センター 

    第6回 「災害復興を願い被災者の追悼を祈った歌とピアノ演奏」 出演：高尾 美智子（先天性の全盲障害を持つピアニスト） 

        「災害と高齢者・障害者の人権」講師：黒田 裕子（NPO法人阪神高齢者・障害者支援ネットワーク理事長） 

               日時：平成27年1月13日（火）午後2時～4時 会場調整中 


